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12. 石見高原

(1) 地形・地質

島根県中央部，大田市から江津にかけての海岸には，沖積平野が少なく ，江)11と静間川の河口

付近にわずかに広がるのみである。大部分は海岸付近まで際高 100m 前後の山が迫 り，崖をなし
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図2-7-43 島根県大田市付近の地形概念図 (2)(3)
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図2-7-44 石見高原地域の模式地質柱状図 (2)(3) 

て日本海に没している。 このよう な傾向は江川の両岸でもみられ，河川の両脇にわずかに広がる

谷底低地を挟んで両側は比高 200-300m の急崖をな している。その上は比較的平坦な丘陵状の

高原が広がる。海岸部で標高 100m，内陸で 250-300m前後を示すこの高原を岩五高原と呼ん

大岡市付近と浜田市付

近でとくに広く なる。石見高原の南東聞には標高 500-700m の中起伏山地が広がり，中国山地

の地形面区分(1)における吉備高原商に連なっている。これより一段(互い石見高原は，山陽側の瀬

山陰海岸に沿って 5-15 kmの帽で分布しており，でいる。石見高原は，

戸内面に対比され，石見高原面と呼ばれている〈図2-7-43)。

石見高原に分布する地質は，先第三紀層として三郡変成岩および、中生代の火山岩類，第三紀層

としてグリ ーンタフ相の石見層群があり，後者は主として海岸沿いに分布する。これらを基盤岩

として，平坦函上を薄く担うように都野津層群(第三紀鮮新世~第四紀更新世〉が点々と分布す る

大江高山の西麓から益田市にかけて4枚の海成粘土

を挟む細粒相の都野津眉，大江高山東麓の砂礁周を主体とする粗粒相を示す水上層および両者に

挟まれて大江高山火山岩類がそれぞれ分布する {4)(510 これらは層相に堆積当時の環境をよく保存

(図2ー7-44)。都野津層群は 3つに区分され，

当時水上層は，泥炭層，海成粘土などの海岸平野の層相を示し，しており，都野津層は砂丘砂，

大田市付近で日本海へそそいでいた江川の氾濫原堆積物としての層相を示している。

一部の例外事を除いて不透水性基盤とみてよい。

(2) 

先第三紀層 と石見層群は，水文地質的には，

フk下地
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これらを覆う都野津層群のうち，帯水層となり得るような層相を示すのは水上層と大江高山火山

岩類である。

水上層は江川水系と静間川水系の分水界に沿って分布し，河川の浸食は多くの地域で下位の基

盤岩中に達している。このため，河川沿いの各所で基盤の石見層群と水上層の不整合が観察され

る。水上層は，未固結層であるが堆積年代が大阪層群と同時代のため， よく締まっており，帯水

層として良好とはいえない。基盤との不整合面付近に湧水もみられるが，水上層の分布がほぼ水

平なため，地下水は集中することなく多くの小湧水となって流出し，谷地図の水源としてそのま

ま利用されている。これと同様のことが大江高山火山岩類中に賦存する地下水についても当ては

まる。大江高山の山麓には小規模な湧水が多数あり，棚田の水源として利用されている。これら

は，前期の火山噴出物中の降下火山灰と火砕流の境界部から湧出しているものである。また3 こ

の中には者fl野津層の風成砂がレンズ状に挟まれており，その下部から湧水がみられる。いずれに

しても，これらの湧水は集水域が狭く， 日量 100m3以下で， しかも水田用水などにすでに利用

されているため，新たな地下水開発の対象とはなり得ないと考えられる。

図2-7-45は大江高 山付近の接谷面図と，水上層の基線等高線図を重ねて現わしたものであ

るt610 これでも明らかなように，水上層分布域の大部分で河谷の浸食が基盤岩中に達している。
おおえ

わずかな例外として，大江高山南麓の大田市大家から祖式にかけて，水上層の地下水盆が存在す
おおえ

る(図の斜線部〕。この地下水盆をここでは大家地下水盆と呼ぶことにして，その地下水開発の可

能性について述べる。

図2-7-45 大、江高山付近の接谷面と都野津周群基盤等高線の合成図 (6)

* 簸川郡多伎町花裁では ， 石見層ltf大森J~中の自破砕質安山岩浴岩から地下水を採取している。
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大家地下水盆の広がりは数km2であるが，その北の境界は大江高山の厚い火山噴出物に覆わ

れて定かでない。基盤は中新世の石見層群ーであり，その上国の谷地形を水上層の砂磯層が埋めて

地下水盆を形づくっている。他の地域の者~l野津層群が，河川に浸食されて丘陵の上位にのみ分布

しているのに対し，この地域にこの ような地下水盆が残されているのは，大江高山のl噴出物に厚

く覆われていたため， 浸食に長い時間を要 したことによると考えられる。とはいっても，その規

模はきわめて小さく，他の平野や余地のものとは比較にならない。

地質ボーリングによって明らかにされた帯水層(水上庖の砂「劇畜〕の厚さは約 20mで，地下水

はこの中に不圧状態で賦存している。揚水試験によって得られた透水係数は 1.5X 10-
2 cm/sで

あり，水位降下 3mで， 日量 420m3の揚水量があった(3)。揚水井は大家部落の北方 400mの地
ゅのつ

点 (W-1)に試掘したものである。これとは別に，大家部落北西 1.7kmの温泉津町内で行った

試掘 (Wーのでは，約 21mの水上層が確認され，揚水試験で 260m
3/d (水位降下 6m)の水量が

得られた(7)。この地域では河川の開析が進んでおり，地下水位が低い (GL-22m)ため，このよ

うな水量にとどまったものと思われる。

石見高原の地域は，江川のような大河川に近接していながら，その比高が 200m 以上もある

ため，その水利用がむずかしく ，高原上を流れる河)11も小流域のため流況が不安定であるなど，

昔から水不足に苦しんできた地域である。地下水も，今後，大規模な開発はむずかしく，わずか

に大江高山南麓で開発が見込まれる程度である。その孟も，地下水盆の広がりと帯水層の厚さか

ら考えて， 日量数千ln3が限度と考えられる。しかも，開発適地は山麓の高い標高の地域に残さ

れることになり，掘削費や揚水資の増大などコストの高い水になることは避けられないものと考

えられる (3)。

〈富田友幸〉
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13.中国山地

中国山地の地下水は，未調査の部分が多く全貌を明らかにすることはできなが，中国山地の過

半を占める酸性岩の地帯で、行われた士山下水調査の例を述べる。

広島県甲奴郡上下町は中国山地の分水界付 j互に位置 し，水資源の乏しい地帯である。上下町に

は標高 350-650m 付近に平担函を もっ吉備高原の東南部に位置 し，この商が開折されたなだら

かな山様を示す。


